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業種別全業種

墜落転落

9%

転倒

27%

激突

8%

飛来・落下

4%
崩壊・倒壊

2%
激突され

5%

はさまれ・巻き

込まれ

8%

切れ・こすれ

3%

交通事故

4%

その他

30%

動力機械

8%

物上装置・動力

運搬機械

14%

その他の装置

17%
仮設物・建築物

26%

物質・材料

5%

荷

2%

その他

28%

事故の型別 起因物別

0

10

20

30

40

50

60

70

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和5年速報値

令和4年速報値

令和3年速報値

福井労働基準監督署管内

死亡災害は、現在・・・

（内訳）
産業廃棄物処理業 １件
製造業 １件
道路貨物運送業 ２件

死亡災害が業種を問わず多発しています。
リスクアセスメント等の安全衛生管理の徹底をお願いします。

＜休業災害＞
全業種では、 昨年同期と比較し約 、一昨年同期より約 でした。

業種別では、製造業・商業・保健衛生業の労働災害が多くなっています。

新型コロナウイルスの影響により保健衛生業については、昨年と同様大幅に増加しています。

新型コロナウイルスを除くと、令和５年12月末時点で479件であり、昨年同期より12件増、一昨年同期より13件増でした。

＜事故の型・起因物別＞
・ 新型コロナウイルスを除くと、事故の型では転倒が最も多く、起因物では仮設物・建築物による災害が最も多い状況です。
・ 転倒災害157件のうち、3か月休業となる転倒災害が16件発生しています。

・ はしご・脚立等からの墜落災害が18件発生しているため、建設業では土場での作業等に注意してください。
・ 商業における60歳以上の労働災害は46件/87件と多発しています。照度や段差の点検などエイジフレンドリーガイドラインに
留意し、高年齢労働者の労働災害防止の取組を行ってください。
・ 新型コロナウイルスによるものは94件発生しています。労災未決定のものは含んでおらず、件数の増加が予想されます。

福井労働基準監督署

前年比

44.6％減
前々年比

14.6％増

単位：人

単位：人
うち、コロナ94件

14.6%-44.6%

うち、コロナ567件

うち、コロナ32件

うち、コロナ90件
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